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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年3月10日(2011.3.10)

【公開番号】特開2006-219516(P2006-219516A)
【公開日】平成18年8月24日(2006.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2006-033
【出願番号】特願2005-31453(P2005-31453)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/61     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  14/06     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  14/24     (2006.01)
   Ｇ２１Ｋ   4/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/00    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/02    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｋ  11/61    ＣＰＦ　
   Ｃ２３Ｃ  14/06    　　　Ｋ
   Ｃ２３Ｃ  14/24    　　　Ｊ
   Ｇ２１Ｋ   4/00    　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月25日(2011.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
真空チャンバ内で、基板に蛍光体層を蒸着する放射線画像変換パネルの製造方法において
、該真空チャンバ内で、基板に蛍光体層を蒸着する際に、該基板の中央又は全面を基板ホ
ルダーの静電チャック機能により基板を保持し蒸着することを特徴とする放射線画像変換
パネルの製造方法。
【請求項２】
前記蛍光体層が下記一般式（１）で表される蛍光体を含有することを特徴とする請求項１
に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
　一般式（１）
　Ｍ１Ｘ・ａＭ２Ｘ′・ｂＭ３Ｘ″：ｅＡ
　〔式中、Ｍ１はＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ及びＣｓの各原子から選ばれる少なくとも１種の
アルカリ金属原子であり、Ｍ２はＢｅ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ｃｕ及び
Ｎｉの各原子から選ばれる少なくとも１種の二価金属原子であり、Ｍ３はＳｃ、Ｙ、Ｌａ
、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ、
Ｌｕ、Ａｌ、Ｇａ及びＩｎの各原子から選ばれる少なくとも１種の三価金属原子であり、
Ｘ、Ｘ′、Ｘ″はＦ、Ｃｌ、Ｂｒ及びＩの各原子から選ばれる少なくとも１種のハロゲン
原子であり、ＡはＥｕ、Ｔｂ、Ｉｎ、Ｃｅ、Ｔｍ、Ｄｙ、Ｐｒ、Ｈｏ、Ｎｄ、Ｙｂ、Ｅｒ
、Ｇｄ、Ｌｕ、Ｓｍ、Ｙ、Ｔｌ、Ｎａ、Ａｇ、Ｃｕ及びＭｇの各原子から選ばれる少なく
とも１種の金属原子であり、また、ａ、ｂ、ｅはそれぞれ０≦ａ＜０．５、０≦ｂ＜０．
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５、０＜ｅ≦０．２の範囲の数値を表す。〕
【請求項３】
前記基板がアルミ基板であり、前記蛍光体層が輝尽性蛍光体層であり、前記アルミ基板上
に蒸着源ＣｓＢｒ：Ｅｕを用いて蒸着し、ＣｓＢｒ：Ｅｕを有する輝尽性蛍光体層を設け
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、基板（支持体）上に蛍光体を含有する蛍光体層を有する放射線画像変換パネ
ルの製造方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（請求項１）
真空チャンバ内で、基板に蛍光体層を蒸着する放射線画像変換パネルの製造方法において
、該真空チャンバ内で、基板に蛍光体層を蒸着する際に、該基板の中央又は全面を基板ホ
ルダーの静電チャック機能により基板を保持し蒸着することを特徴とする放射線画像変換
パネルの製造方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　（請求項２）
前記蛍光体層が下記一般式（１）で表される蛍光体を含有することを特徴とする請求項１
に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　一般式（１）
　Ｍ１Ｘ・ａＭ２Ｘ′・ｂＭ３Ｘ″：ｅＡ
　〔式中、Ｍ１はＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ及びＣｓの各原子から選ばれる少なくとも１種の
アルカリ金属原子であり、Ｍ２はＢｅ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ｃｕ及び
Ｎｉの各原子から選ばれる少なくとも１種の二価金属原子であり、Ｍ３はＳｃ、Ｙ、Ｌａ
、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ、
Ｌｕ、Ａｌ、Ｇａ及びＩｎの各原子から選ばれる少なくとも１種の三価金属原子であり、
Ｘ、Ｘ′、Ｘ″はＦ、Ｃｌ、Ｂｒ及びＩの各原子から選ばれる少なくとも１種のハロゲン
原子であり、ＡはＥｕ、Ｔｂ、Ｉｎ、Ｃｅ、Ｔｍ、Ｄｙ、Ｐｒ、Ｈｏ、Ｎｄ、Ｙｂ、Ｅｒ
、Ｇｄ、Ｌｕ、Ｓｍ、Ｙ、Ｔｌ、Ｎａ、Ａｇ、Ｃｕ及びＭｇの各原子から選ばれる少なく
とも１種の金属原子であり、また、ａ、ｂ、ｅはそれぞれ０≦ａ＜０．５、０≦ｂ＜０．
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５、０＜ｅ≦０．２の範囲の数値を表す。〕
　（請求項３）
前記基板がアルミ基板であり、前記蛍光体層が輝尽性蛍光体層であり、前記アルミ基板上
に蒸着源ＣｓＢｒ：Ｅｕを用いて蒸着し、ＣｓＢｒ：Ｅｕを有する輝尽性蛍光体層を設け
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、輝度の均一性とは蛍光体プレートの全面の輝度の最大値と最小値が５％以内であ
ることをいう。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　図１は、チャンバー内の基板ホルダーに静電チャクック機能をゆうしないので、ボート
７から蒸着源ＣｓＢｒ：ＥｕをＡｌ基板５上に蒸着する場合、Ａｌ基板５は基板ホルダー
に保持金具４で保持されてはいるが、Ａｌ基板と基板ホルダーとの密着性が悪く、基板ホ
ルダーを回転し蒸着しても、温媒、冷媒２で、特に、Ａｌ基板の両端部及び中央の温度制
御が難しく、均一な蒸着膜（膜厚）が得られず、従って、均一な輝度特性も得られない。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　本発明の蛍光体としては、前記一般式（１）で表される蛍光体が好ましく、その中でＣ
ｓＢｒ：Ｅｕが特に好ましい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　前記一般式（１）で表される蛍光体について説明する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　尚、本発明の蛍光体層上に保護膜を用いても良い。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４４】
　表１から明らかなように、本発明の製造方法で得られる放射線画像変換パネル１が比較
の製造方法から得られる放射線画像変換パネル２に比して優れていることが分かる。
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